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特徴と概要 
現在、道路事業においては、一定の要件に該当する事業について、事業の区間毎に、

新規採択時、再評価時、事後評価時に、費用便益分析の実施が義務付けられています。
本書では、標準的ミクロ経済理論に基づく費用便益分析の基本的な枠組みや基礎的な理論を解説したうえで、その
理論の望ましい応用の仕方、すなわち実務において採用すべき具体的な方法について検討・提案しています。 
本書は、第Ⅰ部と第Ⅱ部から構成されています。第Ⅰ部「道路投資のやさしい費用便益分析」の目的は、導入後約

１０年経過した、実務における道路投資の費用便益分析の具体的な方法を、経済学の研究者からの本質的で重要な
指摘を契機として、改めて「見直す」ことにあります。いわば、道路投資における費用便益分析に「再入門」して
「再学習」することにあると言い換えることもできます。そのため、道路投資における費用便益分析を計算法・ア
ルゴリズムとしてだけではなく、理論とモデルも含めたひとつのセットとして理解するための内容が詳しく解説され
ています。また、第Ⅱ部の座談会「道路事業における費用便益分析の現状と課題」では、第Ⅰ部と密接に関係する内
容が現場実感に基づいて議論されており、第Ⅰ部と合わせて読むことにより、導入後約１０年を経過した、道路投資
の費用便益分析が現在抱える課題と今後取り組まなくてはならない事項が一層明らかになると思います。 
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